
JP 4110108 B2 2008.7.2

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検者から発生する磁場を計測するＳＱＵＩＤ磁束計と、
　前記被検者に貼着する、磁場強度既知の永久磁石からなるマーカと、
　前記マーカと前記ＳＱＵＩＤ磁束計との距離と磁場強度の関係を記憶する記憶手段と、
　前記ＳＱＵＩＤ磁束計で測定された前記マーカの磁場強度が最大となるよう、被検者の
水平位置を調整する水平位置調整手段と、
　前記ＳＱＵＩＤ磁束計で測定された前記マーカの磁場強度と、前記記憶手段に記憶され
ているマーカの磁場強度と、該マーカと前記ＳＱＵＩＤ磁束計との距離の関係に基づき被
検者の高さ方向の位置を算出する演算手段と、を備えたことを特徴とする生体磁場計測装
置。
【請求項２】
　請求項１に記載の生体磁場計測装置において、更に、
　前記ＳＱＵＩＤ磁束計を複数備え、
　前記複数のＳＱＵＩＤ磁束計による前記マーカの磁場強度の測定結果に基づき、被検者
の水平方向の位置を算出する演算手段を備えたことを特徴とする生体磁場計測装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の生体磁場計測装置において、
　水平位置調整のための目標位置を示すマーカと、最大磁場強度を示すＳＱＵＩＤ磁束計
のマーカと、を表示する表示手段を備えたことを特徴とする生体磁場計測装置。
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【請求項４】
　請求項３に記載の生体磁場計測装置において、
　前記水平位置調整のための目標位置を示すマーカと、前記最大磁場強度を示すＳＱＵＩ
Ｄ磁束計のマーカと、の間の距離を表示することを特徴とする生体磁場計測装置。
【請求項５】
　請求項４記載の生体磁場計測装置において、
　前記水平位置調整のための目標位置を示すマーカと、前記最大磁場強度を示すＳＱＵＩ
Ｄ磁束計のマーカの位置が一致したとき、それを操作者に知らせるアラーム手段を備えた
ことを特徴とする生体磁場計測装置。　
【請求項６】
　被検者から発生する磁場を計測するＳＱＵＩＤ磁束計と、
　前記被検者に貼着する、永久磁石からなるマーカと、
　前記ＳＱＵＩＤ磁束計で測定された前記マーカの磁場強度が最大となるよう、被検者の
水平位置を調整する水平位置調整手段と、
を備えたことを特徴とする生体磁場計測装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の生体磁場計測装置において、更に、
　前記ＳＱＵＩＤ磁束計を複数備え、
　前記複数のＳＱＵＩＤ磁束計による前記マーカの磁場強度の測定結果に基づき、被検者
の水平方向の位置を算出する演算手段を備えたことを特徴とする生体磁場計測装置。
【請求項８】
　請求項７記載の生体磁場計測装置において、
　水平位置調整の目標位置を示すマーカと、最大磁場強度を示すＳＱＵＩＤ磁束計のマー
カと、を表示する表示手段を備えたことを特徴とする生体磁場計測装置。
【請求項９】
　請求項８記載の生体磁場計測装置において、
　前記目標位置を示すマーカと、前記最大磁場強度を示すＳＱＵＩＤ磁束計のマーカと、
の間の距離を表示することを特徴とする生体磁場計測装置。
【請求項１０】
　請求項８または９記載の生体磁場計測装置において、
　前記目標位置を示すマーカと、前記最大磁場強度を示すＳＱＵＩＤ磁束計のマーカの位
置が一致したとき、それを操作者に知らせるアラーム手段を備えたことを特徴とする生体
磁場計測装置。　
【請求項１１】
　請求項６～１０のいずれかに記載の生体磁場計測装置において、
　前記永久磁石からなるマーカの磁場強度と該マーカと前記ＳＱＵＩＤ磁束計との距離と
の関係に基づき前記ＳＱＵＩＤ磁束計で測定された前記マーカの磁場強度から被検者の高
さ方向の位置を算出する演算手段と、を備えたことを特徴とする生体磁場計測装置。
【請求項１２】
　測定位置に配置された被検者の予め定められた位置に貼着された永久磁石からなるマー
カから発せられる磁場の強度をＳＱＵＩＤ磁束計を用いて計測するステップと、
　前記ＳＱＵＩＤ磁束計で測定された前記マーカの磁場強度が最大となるよう、前記被検
者を載置したベッドの水平位置を調整する水平位置調整ステップと、
を含むことを特徴とする生体磁場計測のための水平位置設定方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の生体磁場計測のための水平位置設定方法において、
　前記水平位置調整ステップは、水平位置調整のための目標位置を示すマーカと、複数の
ＳＱＵＩＤ磁束計の中で最大磁場強度を示すＳＱＵＩＤ磁束計のマーカとを表示するステ
ップと、前記水平位置調整のための目標位置を示すマーカと、前記最大磁場強度を示すＳ
ＱＵＩＤ磁束計のマーカとの位置が一致するように前記被検者を載置したベッドの水平位
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置を調整するステップとを含むことを特徴とする生体磁場計測のための水平位置設定方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超伝導デバイスであるＳＱＵＩＤ（Superconducting Quantum Interference
Device超伝導量子干渉素子）磁束計を利用して生体の脳や心臓などから発生する微弱な磁
場（磁気，磁界）を計測する生体磁場計測装置に係り、特に、容易に被検者の位置と磁束
計の位置合わせ、及びデータ補正が可能な生体磁場計測装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　生体磁場計測装置では、ＳＱＵＩＤ磁束計が不透明なデュワー等の断熱容器内に設置さ
れているため被検者と磁場センサーとの位置関係を正確に把握するのが難しい。位置関係
を把握する手段として、例えば特許文献１記載の脳磁計に関する技術では、複数のSQUID
磁束計を、外形を頭部の曲率に合わせたデュワーの底部に配置し、頭部の複数個所に設置
した磁場発生コイルに通電して発生する磁場をＳＱＵＩＤ磁束計により計測して、磁場発
生コイルにより発生する磁場とＳＱＵＩＤ磁束計の出力関係をシミュレートする。SQUID
磁束計による出力電圧の理論値と計測値の差を最小とする磁場発生コイルの位置を推定す
ることによって、磁場発生コイルを配置した頭部の個所の位置座標を特定している。
【０００３】
　また、特許文献２に記載の心磁計に関する技術では、検査対象の剣状突起、頚切根の体
表面に各々第１，第２のマーカが配置され、第１，第２のマーカを結ぶ線が、低温容器の
内部で磁束計が配列する１方向に沿うように、低温容器底面の下部に腹部が配置され、演
算処理装置は磁場波形の信号から心臓の活動に関する機能情報を表す画像を作成する処理
と、剣状突起の体表面に第１のマーカを配置して、撮像装置により撮影された心臓を含む
形態画像の画素の大きさに、機能情報を表す画像の画素の大きさを一致させ、形態画像と
同じ大きさの画素をもつ機能画像を作成する処理，機能画像における第１のマーカの位置
を一致させる処理，機能画像と形態画像との合成画像を作成する処理を実行している。
【０００４】
　また、生体磁場計測装置では、被検者の深さ方向の磁場の強さを補正する必要がある。
特許文献３では、デュワー等の断熱容器内の底部付近等に設置位置が既知のＮ個の磁場発
生コイルＣ1～ＣNなどを設置し、既知電流を順次印加した場合の任意の磁場発生コイル
ＣJ がＳＱＵＩＤ磁束計位置で作る磁場の理論値から算出されるＳＱＵＩＤ磁束計の出力
電圧の理論値と出力電圧の計測値の差からＳＱＵＩＤ磁束計ベクトル位置と検出磁場方向
ベクトルと磁場感度スカラー値の各パラメータを推定する方法が開示されている。
【０００５】
【特許文献１】特開平４－３０３４１６号公報
【特許文献２】特開２００１－１７００１８号公報
【特許文献３】特開平７－２８０９０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の生体磁場計測装置では、被検者と磁場センサーとの位置関係の把握、及び深さ方
向の磁場強度の較正を別々に行う必要があり測定に要する時間がかかっていた。
【０００７】
　本発明の目的は、被検者の位置と磁気センサとの位置合わせと、磁束計の深さ方向の較
正の双方を、短時間に、しかも容易に実現できる生体磁場計測装置及び生体磁気計測方法
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　上記目的を達成するための本発明の構成は以下の通りである。
【０００９】
　被検者から発生する磁場を計測するＳＱＵＩＤ磁束計と、前記被検者に貼着する、磁場
強度既知の永久磁石からなるマーカと、該マーカの磁場強度と、該マーカと前記SQUID 磁
束計との距離との関係を記憶する記憶手段と、前記ＳＱＵＩＤ磁束計で測定された前記マ
ーカの磁場強度と、前記記憶手段に記憶されているマーカの磁場強度と、該マーカと前記
ＳＱＵＩＤ磁束計との距離との関係に基づき被検者の高さ方向の位置を算出する演算手段
と、を備えた生体磁場計測装置。
【００１０】
　マーカは被検者に直接貼着できるように貼着面に粘着層が設けられていることが望まし
いが、マーカ自身では貼着せず、粘着テープ等で貼り付けるものであってもかまわない。
マーカの大きさは、十分な磁場強度を備えるに必要な大きさであって、かつ被検者に貼着
しやすい大きさであれば良い。小さすぎると紛失し易くなるので例えば直径２～３cm程度
の円板状が使い易い。
【００１１】
　被検者の二次元あるいは三次元方向での磁場分布を調べるため磁場センサを二次元ある
いは三次元方向に配列しても良い。被検者の水平方向での磁場分布を調べるため二次元方
向に磁場センサを設けた場合、マーカから発せられる磁場を最も強く検知した磁場センサ
の下にマーカがあることがわかる。このようにしてマーカ（すなわちマーカが貼り付けさ
れた被検者）と磁場センサの水平方向での位置の算出する演算手段を備えていても良い。
【００１２】
　また、算出されたマーカ（被検者）の水平方向での位置を表示したり、予め目標位置を
設定しておいて、現在のマーカ位置とのずれを表示しても良い。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、生体磁場計測における検査対象の位置合わせにおいて、検査対象の位
置情報が、磁場強度既知の永久磁石から得られるため、装置の構成が単純になり、かつ、
位置合わせにかかる操作が簡便になり、装置が単純になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明の生体磁場計測装置の代表的な構成について説明する。本発明の生体磁場計測装
置は、検査対象を搭載するベッドと、ベッドを保持する保持台と、検査対象の心臓から発
生する磁場を検出する複数のＳＱＵＩＤ磁束計と、複数のＳＱＵＩＤ磁束計を冷却する低
温容器と、低温容器を床面に対して既知の距離に保持する床面に固定されたガントリーと
を具備する。低温容器の底面、及びベッドの上面は床面に対してほぼ平行に配置される。
【００１５】
　複数のＳＱＵＩＤ磁束計は、低温容器内部の底面近傍に、ｘ軸方向、及びｙ軸方向にそ
れぞれ配列され、例えば、検査対象の心臓から発生する磁場のｚ軸方向の成分を検出する
磁束計である。複数のＳＱＵＩＤ磁束計として、検査対象の心臓から発生する磁場のｚ軸
方向の成分を検出する磁束計である。複数のＳＱＵＩＤ磁束計として、検査対象の心臓か
ら発生する磁場のｘ軸方向の成分、及びｙ軸方向の成分を検出する磁束計を使用してもよ
い。
【００１６】
　低温容器の底面と検査対象との位置関係の調整手段として、磁場強度既知の永久磁石を
使用する。この永久磁石は、ベッドに搭載された検査対象の剣状突起の体表面上に貼着さ
れる。
【００１７】
　低温容器の底面に対してベッドの位置を移動させる手段として、床面で保持台をｘ軸方
向に移動させるｘ軸方向移動手段と、保持台の上でベッドをｙ軸方向に移動させるｙ軸方
向移動手段と、保持台の上でベッドをｚ軸方向に移動させるｚ軸方向移動手段とを使用す
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る。
【００１８】
　低温容器の底面に対するベッドの位置の移動とともに、ベッドと低温容器の底面との位
置関係は、位置測定手段により自動的に計測され、測定結果は表示器や音声ガイド等の情
報伝達手段によりオペレータに伝達される。また、ベッドと床面との距離は、距離測定手
段により自動的に計測され、測定結果は表示器や音声ガイド等の情報伝達手段によりオペ
レータに伝達される。
【００１９】
　この構成では、ベッドと低温容器の底面との位置測定手段による測定結果に基づき、ベ
ッドのｘ，ｙ軸方向の移動を行い、簡単な構成により、ベッドと低温容器の床面との位置
関係を計測でき、ベッドに搭載された検査対象と低温容器の底面との位置関係を調整する
ことができる。また、ベッドと床面との距離との距離測定手段による測定結果に基づき、
ベッドのｚ軸方向の移動を行い、簡単な構成により、ベッドの高さ位置を計測でき、ベッ
ドに搭載された検査対象と低温容器の底面との位置関係を調整することができる。
【００２０】
　本発明の生体磁場計測装置の他の代表的な構成では、検査対象の心臓から発生する磁場
の法線方向の磁場成分を検出する複数のＳＱＵＩＤ磁束計が、低温容器の内部の底部に２
次元に配列され、低温に冷却されている。ＳＱＵＩＤ磁束計は駆動回路により駆動され、
ＳＱＵＩＤ磁束計により検出される法線方向の磁場成分の磁場波形の信号は、演算処理，
装置の各部の制御を行う計算機等の演算処理装置により収集される。計測に先立って、検
査対象の剣状突起の体表面上に、磁場強度既知のマーカである永久磁石が配置される。
【００２１】
　生体磁場計測装置には座標系（ｘ，ｙ，ｚ）が設定され、磁場強度既知の永久磁石を用
いて、ベッド上の検査対象の体表面と低温容器の底部面との位置関係を調整する。座標系
（ｘ，ｙ，ｚ）のｘｙ面はＳＱＵＩＤ磁束計による計側面に設定される。低温容器の底面
は、ｘｙ面，計測面、及びベッドの上面に平行で、ベッドの上面と低温容器の底面との間
の距離は既知である。
【００２２】
　ベッドを最も低い高さとして、検査対象をベッドに搭載した時、例えば、検査対象の剣
状突起の体表面に永久磁石を貼着し、低温容器の底面下に永久磁石が配置されるようにベ
ッドを移動させ、永久磁石の磁場強度を計測する。測定結果に基づき、複数のＳＱＵＩＤ
磁束計の中で、予め定められたＳＱＵＩＤ磁束計が、最大磁場強度を示す部位に一致する
ようにベッドをｘ軸方向、及び、ｙ軸方向に移動させ、検査対象の位置を調整する。次に
、検査対象の体表面が低温容器の底面に接するまでベッドをｚ軸方向に移動させ、磁場強
度を計測する。測定結果に基づき、距離推定手段よりＳＱＵＩＤ磁束計と検査対象の体表
面との距離を求めることができる。剣状突起の位置は触診により再現性良く、容易に判定
できるので検査対象の体表面位置として選択するのが好ましい。
【００２３】
　演算処理装置は、検査対象の位置合わせにかかる操作において、（１）永久磁石の磁場
強度を計測してＳＱＵＩＤ磁束計の最大磁場強度を示す部位（ＳＱＵＩＤ磁束計ナンバー
等）を特定する処理、（２）前記の最大磁場強度を示す部位と予め定められた部位との位
置関係を算出する処理、（３）検査対象の位置を調整した後、前記の最大磁場強度を示す
部位が予め定められた部位に一致していることを確認する処理、（４）検査対象の体表面
が低温容器の底面に接するまでベッドをｚ軸方向に移動させた後、永久磁石の磁場強度を
計測して距離推定手段によりＳＱＵＩＤ磁束計と検査対象の体表面との距離を推定する処
理を行う。
【００２４】
　更に、演算処理装置は、以下の距離推定手段を実行して（４）の処理を行う。（ａ）記
憶されている永久磁石の磁場強度のキャリブレーションカーブ（永久磁石の磁場強度と
ＳＱＵＩＤ磁束計と永久磁石との距離の関係）を用いて、測定した永久磁石の磁場強度よ
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りＳＱＵＩＤ磁束計と検査対象の体表面との距離を推定する処理、（ｂ）測定した永久磁
石の磁場強度よりＳＱＵＩＤ磁束計の感度を補正する処理、（ｃ）ＳＱＵＩＤ磁束計の感
度を補正した後、再度永久磁石の磁場強度を計測して、キャリブレーションカーブと一致
していることを確かめる処理を行う。
【００２５】
　本発明の内容を実施例に基づき説明する。
【実施例１】
【００２６】
　図１に示すように、本発明の生体磁場計測装置は、ＳＱＵＩＤ磁束計を冷却する低温容
器１と、低温容器１の位置を固定するガントリー２と、対象の位置合わせの情報を表示す
るモニタ３と、検査ベッド４と、ベッド４を保持する保持台５とを具備している。
【００２７】
　低温容器１を保持するガントリー２は床面に固定されている。低温容器１の底面と床面
との間の距離は予め設定された既知の値であり、低温容器１の底面は床面に対して固定さ
れた位置にある。低温容器１の底面、及びベッドの上面は床面に対してほぼ平行に配置さ
れる。
【００２８】
　また、低温容器１を保持するガントリー２は床面に固定され、低温容器１の底面を床面
に対して固定する代わりに、低温容器１の底面を床面に対して任意に傾けられるようにし
てもよい。この時、検査対象９は低温容器１の底面に対してほぼ平行に配置される。
【００２９】
　複数のＳＱＵＩＤ磁束計は、ｚ軸方向１５の磁場成分を検出する磁束計、又は、ｘ軸方
向１４及びｙ軸方向１３の磁場成分を検出する磁束計を使用する。
【００３０】
　低温容器１の底面と検査対象９との位置関係の調整に使用するマーカとして、磁場強度
既知の永久磁石１０を使用する。この永久磁石１０は、ベッド４に搭載された検査対象９
の剣状突起の体表面上に貼着される。
【００３１】
　低温容器１の底面に対してベッド４の位置を移動させる手段として、床面で保持台５を
ｘ軸方向１４に移動させる送り用レール８と、保持台５の上でベッド４をｙ軸方向１３に
移動させる左右送りハンドル６と、保持台５の上でベッド４をｚ軸方向１５に移動させる
油圧ポンプハンドル７とを使用する。
【００３２】
　低温容器１の底面に対するベッド４の位置の移動とともに、ベッド４に搭載された検査
対象９と低温容器１の底面との位置関係は、位置測定手段により自動的に計測され、測定
結果がモニタ３に表示される。
【００３３】
　更に、低温容器１の底面に対するベッド４の位置の移動とともに、ベッド４に搭載され
た検査対象９と低温容器１の底面との距離は、距離測定手段により自動的に計測され、測
定結果がモニタ３に表示される。
【００３４】
　図２に示すように、低温容器１内部の底面の近傍の面に、ｘ軸方向、及びｙ軸方向にそ
れぞれ複数のＳＱＵＩＤ磁束計２０があり、冷却されている。本発明の代表的な、生体磁
場計測装置のための検査対象の位置決め方法は、座標系（ｘ，ｙ，ｚ）において、ｘｙ面
は低温容器１の底面に平行であり、ｚ軸は低温容器１の底面に垂直である。ベッドを最も
低い高さとして、検査対象をベッドに搭載した時の検査対象の体表面１６に永久磁石１０
を貼着して、永久磁石１０が低温容器１の底面の下部に配置されるようにベッドをｘ軸方
向、及びｙ軸方向に移動させ、永久磁石１０の磁場強度を計測する。測定結果に基づき、
複数のＳＱＵＩＤ磁束計２０の中で、最大磁場強度を示すＳＱＵＩＤ磁束計のマーカ１７
が位置合わせの目標地点を示すマーカ１８と一致するように検査対象の移動方向１９を決
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定する。目標地点を示すマーカは、初期設定値を持つが、オペレータによって任意に変更
することも可能である。
【００３５】
　図３に示すように、永久磁石の磁場測定結果に基づきモニタに、ＳＱＵＩＤ磁束計２０
と、位置測定手段による測定結果を示すダイアログ２４とを含む検査対象の位置合わせの
画面仕様を表示する。ＳＱＵＩＤ磁束計２０には、複数のＳＱＵＩＤ磁束計２０の中で、
最大磁場強度を示すＳＱＵＩＤ磁束計のマーカ１７が位置合わせの目標地点を示すマーカ
１８と一致するように検査対象の移動方向１９が表示される。また、位置測定手段による
測定結果を示すダイアログ２４には、複数のＳＱＵＩＤ磁束計２０の中で、最大磁場強度
を示すＳＱＵＩＤ磁束計のマーカ１７が位置合わせの目標地点を示すマーカ１８と一致す
るように検査対象のｘ軸方向の移動距離２１、及び、検査対象のｙ軸方向の移動距離２２
を表示して、更に、低温容器１の底面と検査対象９との位置関係の変化に伴い、データ更
新を指示するアイコン２３を表示させる。
【００３６】
　図４に示すように、モニタ３の指示に従って、複数のＳＱＵＩＤ磁束計２０の中で、最
大磁場強度を示すＳＱＵＩＤ磁束計のマーカ１７が位置合わせの目標地点を示すマーカ
１８と一致するように、ベッドをｘ軸方向１４、及び、ｙ軸方向１３に移動させる。この
時、ベッドの移動と同時に、ブザーや音声ガイドの音声伝達手段により位置合わせの指示
をサポートさせても良い。
【００３７】
　また、図４において、モニタ３の指示に従って、複数のＳＱＵＩＤ磁束計２０の中で、
最大磁場強度を示すＳＱＵＩＤ磁束計のマーカ１７が位置合わせの目標地点を示すマーカ
１８と一致するように、低温容器１の底面を床面に対して任意に傾けてもよい。この時、
低温容器１の底面は、検査対象９は低温容器１の底面に対してほぼ平行に配置される。
【００３８】
　図５に示すように、モニタに、ＳＱＵＩＤ磁束計２０と、ｚ軸方向の位置合わせ終了を
確認するダイアログ２５とを含む検査対象の位置合わせの画面仕様を表示する。SQUID 磁
束計２０には、最大磁場強度を示すＳＱＵＩＤ磁束計のマーカ１７が表示される。また、
ｚ軸方向の位置合わせ終了を確認するダイアログ２５には、位置合わせを指示する表示
２６と位置合わせ終了を確認する表示２７を表示する。
【００３９】
　図６に示すように、永久磁石の磁場測定結果に基づきモニタに、ＳＱＵＩＤ磁束計２０
と、距離測定手段による測定結果を示すダイアログ２９とを含む検査対象位置合わせの画
面仕様を表示する。ＳＱＵＩＤ磁束計２０には、最大磁場強度を示すＳＱＵＩＤ磁束計の
マーカ１７が表示される。また、距離測定手段による測定結果を示すダイアログ２９には
、検査対象と低温容器底面との距離２８が表示される。
【００４０】
　図７に示すように、永久磁石の磁場測定結果に基づきモニタに、低温容器１と、検査対
象の体表面１６と、ＳＱＵＩＤ磁束計２０と、位置測定手段による測定結果を示すダイア
ログ２４とを含む検査対象位置合わせの画面仕様を表示する。ＳＱＵＩＤ磁束計２０には
、複数のＳＱＵＩＤ磁束計２０の中で、最大磁場強度を示すＳＱＵＩＤ磁束計のマーカ
１７が位置合わせの目標地点を示すマーカ１８と一致するように検査対象の移動方向１９
が表示される。検査対象の体表面１６には、永久磁石が表示される。位置測定手段による
測定結果を示すダイアログ２４には、複数のＳＱＵＩＤ磁束計２０の中で、最大磁場強度
を示すＳＱＵＩＤ磁束計のマーカ１７が位置合わせの目標地点を示すマーカ１８と一致す
るように検査対象のｘ軸方向の移動距離２１、及び、検査対象のｙ軸方向の移動距離２２
を表示して、更に、ベッドの移動に伴い、移動距離を再計算させるアイコン２３を表示さ
せる。
【００４１】
　図８に示すように、永久磁石の磁場測定結果に基づきモニタに、低温容器１と、検査対
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象の体表面１６と、ＳＱＵＩＤ磁束計２０と、ｚ軸方向の位置合わせを指示するダイアロ
グ２５とを含む検査対象位置合わせの画面仕様を表示する。ＳＱＵＩＤ磁束計２０には、
複数のＳＱＵＩＤ磁束計２０の中で、最大磁場強度を示すＳＱＵＩＤ磁束計のマーカ１７
が表示される。検査対象の体表面１６には、永久磁石が表示される。ｚ軸方向の位置合わ
せを指示するダイアログ２５には、位置測定手段による測定結果とｚ軸方向の位置合わせ
の指示を表示する。
【実施例２】
【００４２】
　被検者の剣状突起部に永久磁石からなるマーカを貼着し、３次元Ｘ線ＣＴ装置により胸
部を含む形態画像を取得する。ＣＴ画像上でマーカはＸ線ＣＴ断層像に映し出される。次
に被検者を実施例１記載の生体磁気計測装置で磁場強度の変化を測定し、機能画像（等磁
場線図，アローマップ，等磁場積分図，活性化部位（電流源）の推定位置等の心臓の活動
に関する機能情報を表す。）を取得する。生体磁気計測装置より得られる機能画像では被
検者の心臓の位置がはっきりわからないため、Ｘ線ＣＴ装置による胸部を含む形態画像と
生体磁気計測装置による機能画像の重ね合わせを行い、合成画像を取得する。合成画像を
得るための処理は、生体磁場計測装置より得られる機能画像の画素の大きさを、３次元Ｘ
線ＣＴ装置により得られる断層像の画素の大きさに一致させる処理と、生体磁場計測装置
より得られる機能画像における基準点の中心位置（生体磁場計測装置の座標系（ｘ，ｙ，
ｚ）のｚ軸が通る計測面の位置に対応する）と、断層像に撮影されている基準点（永久磁
石からなるマーカの像の中心点）とを一致させる処理とを含む。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明の第１の実施例の生体磁場計測装置の全体の構成例を示す図。
【図２】本発明の第１の実施例における、ベッドに搭載される検査対象を低温容器の下面
に配置する手順の概略を説明する図。
【図３】本発明の第１の実施例の生体磁場計測装置により得られる情報の表示画面の第１
の例であり、検査対象の位置合わせにおけるベッドのｘ軸方向、及び、ｙ軸方向の移動距
離を表す画像の表示例を示す図。
【図４】本発明の第１の実施例における、ベッドに搭載される検査対象を低温容器の下面
に配置する手順の例であり、検査対象の位置合わせにおけるベッドのｘ軸方向、及び、ｙ
軸方向の移動手順を説明する図。
【図５】本発明の第１の実施例の生体磁場計測装置により得られる情報の表示画面の第１
の例であり、検査対象の位置合わせにおけるベッドのｚ軸方向の移動指示する画像の表示
例を示す図。
【図６】本発明の第１の実施例の生体磁場計測装置により得られる情報の表示画面の例で
あり、検査対象の位置合わせにおける検査対象と低温容器底面と距離の示す画像の表示例
を示す図。
【図７】本発明の第１の実施例の生体磁場計測装置により得られる情報の表示画面の第２
の例であり、検査対象の位置合わせにおけるベッドのｘ軸方向、及び、ｙ軸方向の移動距
離を表す画像の表示例を示す図。
【図８】本発明の第１の実施例の生体磁場計測装置により得られる情報の表示画面の第２
の例であり、検査対象の位置合わせにおけるベッドのｚ軸方向の移動指示する画像の表示
例を示す図。
【符号の説明】
【００４４】
　１…低温容器、２…ガントリー、３…モニタ、４…ベッド、５…ベッド保持台、６…左
右送りハンドル、７…油圧ポンプハンドル、８…送り用レール、９…検査対象、１０…永
久磁石、１１…ベッドの長軸方向、１２…ベッドの短軸方向、１３…左右方向(ｙ軸方向)
、１４…前後方向（ｘ軸方向）、１５…上下方向（ｚ軸方向）、１６…検査対象の体表面
、１７…最大磁場強度を示すＳＱＵＩＤ磁束計のマーカ、１８…位置合わせ目標地点を示
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すマーカ、１９…検査対象の移動方向、２０…ＳＱＵＩＤ磁束計の配置、２１…検査対象
のｘ軸方向の移動距離、２２…検査対象のｙ軸方向の移動距離、２３…データ更新を指示
するアイコン、２４…位置測定手段による測定結果を示すダイアログ、２５…ｚ軸方向の
位置合わせ終了を確認するダイアログ、２６…位置合わせを指示する表示、２７…位置合
わせ終了を確認する表示、２８…検査対象と低温容器底面との距離、２９…距離測定手段
による測定結果を示すダイアログ。

【図１】 【図２】



(10) JP 4110108 B2 2008.7.2

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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